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■竹中工務店から東京大学教授へ
　東京大学名誉教授の神田順先生は，幼少よりエン
ジニア志向であったそうだが，実際に見える学問の
ほうがいいと選択したのが建築。大学院だけでは満
足できず，「もっと深く勉強ができそうだ」と竹中
工務店に入社した。1年間の研修時代は設計，積算，
施工と満遍なく学べた。社内の留学制度に選ばれて，
縁のある教授のいるイギリスのエディンバラ大学へ
行った。単身の留学が原則だったが，実は妻子を伴
っていた。当時の竹中錬一社長が訪ねてくれたとき，
「奥様に…」とプレゼントされたという素敵な話も
ある。「33か月で博士を取りました」。
　帰国してすぐ，神田先生にとっては寝耳に水の話
がもち込まれた。東京大学へ教職として戻る打診。
そのとき，長年実務のエンジニアとして土質に携わ
り学位まで取った父親の言葉，「大学の先生はいい
ぞ」が後押ししたといいます。竹中の人からは，優
秀な人材を外へ出すにあたり「竹中のためより，日
本のために」といってもらい，1980年に東京大学へ。
聞きしに勝る竹中工務店の品格なのです。
　教授になると専門の風だけではなく，地震をはじ
めさまざまな方向から建築を教えなければならない。
多くを研究するなかで見えてきた考えは，若き建築
技術者に向けて「限界状態設計法の挑戦」（建築技術，
2004年）で著している。
■建築基本法制定準備会
　2003年に建築の大学関係者や建築実務者などの
有志が，建築の法律の見直しの必要性を強く抱い
て建築基本法制定準備会を立ち上げた。会長を務
めている神田先生は「建築の基本理念を示す建築
基本法の必要性や建築関連法の問題点などについ
ていろいろな場で議論し建築基本法の制定を目指
して活動している」と語る。2020年4月に「持続可

能社会と地域創生のための建築基本法制定」
（A-forum出版）を出版。国民の間で「建築」とい
うものに対する共通認識が不可欠であると説く。
50年，100年先を見据えた持続可能社会にふさわし
い豊かな「社会資産」として維持形成していくた
めの，建築基本法の制定が必要なのだ。
　神田先生が竹中時代に携わった建築に，ある実
業家の自邸がある。施主が具体的にいかに要望を
出すものであるかを実体験した。それに引き換え
「現在，人々は性能設計を人任せではないか。法律
だけではなく構造設計者が建築主へ，地盤の評価
も説明して議論し，建築をつくっていかなければ。
施工者にも技術の蓄積がない。基本を知らず言わ
れた通りにして，施工不良でも間に合えばいいと
いうのか」と手厳しい。「お金と時間があって，施
工できることが大事ですね。」と覇志堂。
　釜石市唐丹町に，“唐丹小白浜まちづくりセンター”
を5年前に発足させた。地域創生のために，町内外の
幅広い世代が交流する施設を目指す。建物は伝統工
法の木造で，信頼する鶴岡の棟梁番匠の剱持さんが
つくった。長年の夢と，復興への想いが形になった。
防潮堤工事がやっと終わる見通しがついて，「活動も
これからが本番」。
　「建築基本法制定」では，あらゆる面から建築に
メスを入れているので，必ず同感できる箇所がある。
読みやすい本になっているので，“ぜひぜひご一読
いただきたい”。
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施工図には，描く作業と読む作業があります。「施
工図を読む」ことは，2 次元の施工図から 3 次元の
建物の納まりをイメージして，不具合を発見し対処
することです。「施工図を読む力」が身に付きます。

施工図を読み解く現場力とは，施工図を媒介して建
物の品質を確保するために，自ら問題を発見し解決
する力です。設計者や施工者が，施工図を読み解く
現場力をどうすれば養成できるかを解説しています。

施工図の基本を若手施工技術者向けにわかりやすく
解説しています。モデル建物を用いて各工事で重要
な施工図を取り上げ，その施工図から読み解かなけ
ればならない情報を解説しています。

発注者，設計者，施工者の間における設計図書情報
の正しい伝え方に着目して，情報伝達の主たるツー
ルである設計図書の作成方法や読み方について解説
しています。

建物を設計する段階で，個々の建
物にひびわれ対策方針が生まれ，
それを理解して施工することが重
要です。
本書では，コンクリート建物のひ
びわれへの対策，後処理に至るま
で，実務上の問題に対する最適な
解決方法を示し，対策の組合わせ
方のヒントを解説しています。RC
造の設計・施工に取り組む前に，
ぜひ読んでおきたい一冊です。

施工管理を効率的にするためには，
計画の段階から正しく優先順位を決
め，きちんと品質管理をして，手戻
りのないようにすることが大切で
す。本書は，外壁が剥がれた，壁が
ひび割れたなど不具合を防止する観
点から，建築物の最も基本的な品質
に関わる七つの工事（型枠工事，鉄
筋工事，コンクリート工事，左官工
事，タイル工事，壁面防水工事，屋
根防水工事）を対象に，基礎的な技
術知識および検討事項・対策をシー
ト形式で解説しています。

建物の品質を高める施工

（株）建築技術のHPまたはファクシミリでご注文ください http://www.k-gijutsu.co.jp/ Fax.03-3222-5957


